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要約  

・ COVID-19 のパンデミックでは、多くの心肺リハビリテーションサー

ビスが遠隔により配信されている。  

・ レビューの目的は、心肺リハビリテーションのための推奨される運動

テスト（6 min walk test: 6 MWT), incremental shuttle walk test: ISWT, 

cardiopulmonary exercise test: CPET）と機能的運動テスト（Duke activity 

status index: DASI, Sit to stand: STS, short physical performance battery: 

SPPB, 4 metre gait speed: 4MGS, Step test）との関係を調べることであ

る。 

・ 最終対象件数は、論文249 件中16 件（n = 2271 例）であった。 

・ 家庭で実行できる機能テスト（DASI , STS, SPPB, 4MGS, Step test）と

推奨される運動テスト（6MWT, ISWT, CPET）には弱い～強い相関が

あった（r = 0.38–0.85）。4MGS は, ISWT（r = 0.78）および 6 MWT（r = 

0.85 ）と最も高い相関関係があった。 

・ 家庭で実行できる機能的運動テストはリモート場面でも優れた信頼

性と再現性を備えていた。 


